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ar Population and H
ousing Census: 
the U
nion Report ） 。これは実に三一
年ぶりのセンサスであり、ミャンマーの人口動態や社会・経済状況を知るうえで最も基本的な資料となる。本稿では、 新のセンサスから、 ミャンマーの現在 一端を捉えてみたい。　
センサスの質問票から調査項目を
















に居住していた人の数は、約二〇〇万人である。その五三％が女性であり、 「家族に同行」が女性の移住理由の四九％、 「就労」が二 を占める。また、男性の移住理由 「就労」が四七％と最も多い。国外移住者の七〇％がタイ 一五％がマレーシアに居住してお タイが移住先として圧倒的に多く選ばれている。　
識字能力の状況に目を転じたい。
識字率の全国平均は八九・五 （男性は九二・六％、女性は八六・九％）である。都市部は九五・二 、農村部は八七％であり やはり差ある。識字率が高い地域はヤンゴン（九六・六％） 、ネピーー ドー （九四・四％） 、一方で低いのはシャン州（六 六である。シャン州では女性の識字率が五九・四％ととりわけ低い。　
最後に、飲料水
の取得方法をみてみよう。ミャンマー全国では掘り抜き井戸を最も多く








ensus ethnicity data release 
































（出所） 　The 2014 Myanmar Population and Housing Census: the Union 
Report より筆者作成。
